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第 19号 2015.1 

（一般用） 

 

新年あけましておめでとうございます。 

昨年は、香川県防災士会の会員数がついに 200名を突破しました！ 

また、女性部会「Lady かがわ」の発足、香川大学内に「学生防災士クラブ」が正式に結成さ

れ活動の幅が広がっています。 

 

さて、年始の「干支ばなし」 

今年は【乙未（きのとひつじ）】60個中 32番目になります。 

＜乙＞と言う字には、いかに抵抗力が強くとも、それに屈せず弾力的に雄々しくやっていくと

いう意味があるそうです。羊は、群れを成すところから「家族の安泰」を示し、いつまでも平

和に暮らすことを意味しているそうです。 

 

香川県防災士会も発足 8年目を迎えました。今年も地元に根差し、末広がりな活動を目指して

頑張りましょう♪
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♪今回は、年頭あいさつ・報告(3件)です♪ 

 

＜2015年 年頭あいさつ＞  【香川県防災士会会長：久保 雅和】 

新年あけましておめでとうございます。 

香川県防災士会は平成 19 年 8 月に 13 名で発足して以来、平成 26 年末で 204 名もの会員となりまし

た。防災士会も発足当時は啓蒙・啓発活動が主体となっていましたが、7 支部、4 部会の体制も整い、

活発な活動により地域に根差した活動や行政、各種団体との連携も整いつつ支部もあります。また、香

川大学防災士養成講座では、一般募集は定員 120名が募集当日で定員をオーバー、大学生対象では受講

生が 200名弱となってきました。 

防災士養成講座補助金も一昨年同様、県、市・町からも支援が得られています。一方、三豊市では独

自で防災士養成講座を開催し 3年間で 100名の養成を目標としています。 

活動は引き続き香川県教育委員会の依頼を受けた学校防災アドバイザー派遣事業(昨年度 36 校)、土

器川大規模水害検討会、災害に強い街づくり研会での防災マップ作成、各地での HUG、ため池決壊 DIG、

各地域での防災訓練等を実施しました。 

このような状況の中、一層防災士の知識、技術の向上が求められています。昨年は会員のスキルアッ

プで「動く防災士」「頼りにされる防災士」を目指し、「ため池決壊ハザードマップ作成」の指導者養

成研修を実施しした他、気象台との連携・研修、講演会、担架作成・搬送訓練、三角巾訓練等の学習や

実地訓練のスキルアップ研修を実施しました。 

行政機関等との連携については新たに総務省四国行政支局から「行政 1 日相談」での依頼があり高松、

丸亀の 2会場で防災の相談を実施しました。その他、高松地方気象台、国土交通省四国地方整備局、香

川県危機管理課、広報室、香川県教育委員会、高松市危機管理課、坂出市危機管理課、丸亀市危機管理

課、善通寺市危機管理室、東かがわ市とは情報の共有化と継続を図っています。また、報道機関との連

携についても各会員に要請が来るようになりました。 

今年度も県民の期待に応えられるよう減災に向けて防災士として「動く防災士」「頼りにされる防災士」

を目指し知識、技術の向上を目指しスキルアップ研修を計画、実施し、一層の会員の知識、技術の向上

を図ります。また、NPO化に向けての準備も計画し一層の充実を図っていく予定です。 

防災士会はボランティアとして県民の減災を目的に活動していますが、会員にも現職の方や働いている

方も多いいのが現状で焦らずに出席できる時に参加をお願いします。 

今年度もすでに多くの事業が予定されていますが防災士の原点に地域に根差した活動を「気楽に、気長

く、根気よく」を合言葉に各支部内での連絡や県防災士会との連携を密にして、できるだけ多く行事に

参加をし、経験を重ね各自のスキルアップをもお願いします。 

本年度も良い年でありますよう会員皆様の地域に根差した活動で減災に向けての活動をよろしくお願

いします。 
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＜高松市自主防災組織協議会会長就任＞  【中村 隆（高松南支部）】 

平成 23 年香川県防災士会入会以来、皆様の温かいご指導、ご鞭撻をいただき誠にありがとうござい

ます。 

さて、本年６月に開催された、高松市自主防災組織連絡協議会定例会において、同会会長に推挙され

着任いたしました。当協議会は平成 13 年 9 月に高松市消防局の指導により結成され、当初より一役員

として活動しておりましたが、今回会長という重任に心引き締まる思いです。 

当協議会は、自主防災組織の相互連絡と調整を図るとともに、自主防災意識の啓発活動を通じて住民

の「自分たちのまちは自分たちで守る」という理念を高め、災害に強いまちづくりに寄与することを目

的としています。事業として、自主防災会相互の連絡、協調、自主防災会の活動の総括、防災意識の啓

発高揚、自主防災会の結成促進、防災機関およびその他の関係団体等との連絡・協調に関することを行

うとなっています。 

高松市の平成 26 年度自治会等の概況（住基データー）は、人口 427,000 人、世帯数 188,400 戸、自

治会加入世帯 112,200世帯（加入率 61.5％）、自主防災加入世帯 96,000世帯（加入率 50％）、防災活

動カバー率 89.2％という状況であり毎年自治会加入率が１％強減少しております。当協議会として、こ

こ 1～2年で自治会加入率まで防災組織率を上げることが急務と考えております。 

香川県防災士会の皆様のご指導を頂き、是非ともやり遂げる所存です。 

どうぞ、宜しくお願い申し上げ、ご挨拶といたします。 

 

＜日本防災士会支部長会議＞  【高橋 真里】  

 平成 26 年 10 月 19 日に、平成 26 年度全国支部長会議に会長代理として出席しましたのでご報告いたします。 

 平成 26 年度事業計画の進展状況についての報告がありました。9 月 30 日時点での会員数は、認定者数 81,682

名、日本防災士会会員数 5,861 名中、支部会員数は 2,638 名、香川県内では認定者数 912 名・日本防災士会会

員数 63 名中、支部会員数は 39 名でした。認定者のうち、7％しか日本防災士会に入会しておらず、支部会員と

しての登録はわずか 3%というのが現状です。日本防災士会会員数は毎年数百人単位で増加していますが、認定者

の入会増を目指すことが急務であると感じました。 

 支部に対する支援としては、支部助成金やホームページの活用、広報資材の提供が勧められており、香川県防災

士会ものぼり 10 枚を支給していただきました。 

 支部からの活動報告は、災害支援活動について広島県支部・兵庫県支部、秋田県支部は秋田防災フェスタについ

て、防災啓発活動と講師育成について茨城県支部・埼玉県支部より報告がありました。（全体の内容は、日本防災

士会会報で記載されると思います）特に茨城県の取組として、講師認定の制度があり、条件として「防災士として

の知識・技術・経験等」「本部・法人主催の各研修会を履修」「認定委員の 1 名以上同席のプレゼン」、講師認

定は原則、委員会の全会一致、一任期は 3 年などだそうです。他県支部から、反発は出ないか？うまく運営でき

ているのかと質問があり、どこの支部も同じような問題を抱えているようでした。当会も、学校防災アドバイザー

事業や、講演会・研修会などに防災士を派遣することが増えています。会員の知識技術を一定レベル以上にするた

めにも、今後もスキルアップ研修や勉強会を開催していく必要性を強く感じました。担架搬送等の防災訓練で必要

な実技やHUG 研修を繰り返し開催したいと思います。 
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＜二番丁校区防災訓練に参加して＞  【西脇 大祐（香川大学学生防災士クラブ会長）】  

 9 月 28 日、新番丁小学校にて二番丁地区防災訓練が実施

されました。香川大学学生防災士クラブとして初めて参加

させて頂いた防災訓練で、小学 4 年生のロープ結びの訓練

と一般参加者向けの応急担架の作成訓練の補助をさせて

頂き、倒壊した建物からの負傷者救出搬送訓練に参加させ

て頂きました。 

 参加者の方に教えられるよう事前にロープの結び方、応

急担架の作り方を予習して訓練に臨みました。しかし、実

際の訓練では、参加者の方に話しかけ、積極的な参加を促

すことが十分でなかったと感じています。 

 また、負傷者救出搬送訓練は、実際の被災現場さながら

の緊張感のある雰囲気で行われ、防災士クラブメンバーも

緊張感をもって参加しました。いざ訓練が行われると、緊

張からか担架の持ち方が逆になってしまうメンバーもい

ましたし、搬送を終えたところで気が抜けてしまい救急車

が来るまでの時間に負傷者から目を離してしまうメンバ

ーもいました。 

 二番丁地区防災訓練では、香川大学学生防災士クラブと

して多くの反省点が浮き彫りになりました。しかし、この反省点に気付けただけでも參加した意義が

あると思いますので、この反省を踏まえて今後も防災訓練のお手伝いが出来ればと考えております。 

 

今後の行事予定 

1月 16日 「ＫＯＢＥへ灯り」 ＜丸亀町ドーム広場＞ 

Ⅰ部 17:46～20:00（14:45集合） Ⅱ部(1/17)5:46～7:00（4:45集合） 

Ⅰ部Ⅱ部とも、紙コップにケミホタルを入れたもので灯りの字を作成します。 

1月 17日 防災とボランティアのつどい ＜サンポート・デックスガレリア＞ 

  10:30～15:00（8:30集合） ※今年は、借上げ駐車場ありません※ 

  香川県防災士会のブースも出展します。 

【お手伝いいただける方は、事務局までお知らせください。両日とも、部分的なお手

伝いでも大歓迎です。よろしくお願いします。1月 14日まで】 

2月 8日  スキルアップ研修「トリアージを学ぶ（トリアージとは？トリアージをやってみよう）」 

  13:30～15:30 宇多津保健センター4階大会議室 

  【1月 20日（火）までに事務局までお申込みください】 

4月未定  平成 27年度香川県防災士会総会 

 

kagawa-bousaishi@hotmail.co.jp 


